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令和２年度活動報告

フレイルチェックの実績

★令和２年１２月末時点でのフレイルチェックの状況★

〇９月から許容人数の半数の参加でイレブンチェックを実施

実施回数：３１回
参加人数：４０４名

うち新規参加者：２１１名
リピーター：１９３名

〇新規参加者の方が若干多くなっ
ている。
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令和２年度活動報告

フレイルチェックの実績

令和２年１２月末までにフレイルチェックを受けた４０４名のうち赤
シールが５個以上の人は１１４名（２８％）だった。

赤シールが多かった項目

〇問８ ：昨年と比べて外出の回数が減っていますか
〇問１１：何よりもまず、物忘れが気になりますか
〇問７ ：ほぼ同じ年齢の同姓と比較して歩く速度が速いと思いますか
〇問１０：自分が活気に溢れていると思いますか
〇問２ ：野菜料理と主菜（お肉またはお魚）を両方とも毎日２回以上は食べて

いますか

外出しないことによって
つながりがなくなり物忘れが気になる人や、活気にあふれていると思えない

人が増えており、フレイルの兆候が出ている。
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令和２年度活動報告

ハイリスク者のスクリーニングとプログラムの流れ

ハイリスク者のスクリーニング

フレイルチェックで赤シール５個以上の人や、地域包括支援センターでの相談等でフレイルチェック票を行い、低栄
養、口腔機能、運動機能低下がみられフレイルのリスクが高い人の中でプログラム参加希望者

初回面談（地域包括支援センター）

対象者の心身の状態に合わせ，フレイル予防のための具体的な行動計画（アクションプラン）を
作成。

継続支援（リハビリ専門職，管理栄養士，歯科衛生士）

アクションプランの実践に向けた具体的な取組について専門職がアドバイスを行う（各専門職 2
回まで）。

評価面談（地域包括支援センター）

初回面談から約３か月後に，アクションプランの実践状況や初回との変化 (改善状況 )，今後の過
ごし方などについて確認を行う。

評価面談から約３か月後（地域包括支援センター）

電話等による状況確認。次年度のフレイルチェック等の案内

約

3

か
月
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令和２年度活動報告

ハイリスク者支援の状況

プログラム参加状況

９月から１２月に実施したフレイルチェックで赤５個以上または，地域包括支援
センターでの相談等でフレイルチェック票を行い、低栄養、口腔機能、運動機能低下がみら
れフレイルのリスクが高い６７名のうち、参加を希望したのは２４名だった。

１ 利用者状況（性別・年齢別）

年齢区分（歳） 男 女 総計

６５～６９ ０ １ １

７０～７４ ０ ４ ４

７５～７９ ２ ５ ７

８０～８４ ２ ４ ６

８５～８９ ０ ５ ５

９０～９４ １ ０ ５

総計 ５ １９ ２４

（人）

５



令和２年度活動報告

ハイリスク者対応の状況

２ 専門職による支援の状況

支援内容 人数

運動 ５

栄養 ２

口腔 ３

運動・栄養 ６

運動・口腔 ２

栄養・口腔 ２

運動・栄養・口腔 ４

総計 ２４
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令和２年度活動報告

ハイリスク者対応の状況

専門職の支援後の変化

〇以前は行けなかった場所まで歩いていけ
るようになった。

〇歯につきにくいがむを購入し散歩の時に
噛んでいる。また、口腔体操を思い出すた
び行っている。

〇いつもと同じ食事内容にはなってしまう
が10食品群のチェックシートの記入は続
けている。
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令和３年度の活動

○フレイルチェック講座の実施
（感染拡大の状況をみながら、深堀チェックを６月頃から実施
予定）

〇フレイル予防サポーターとの連携によるフレ
イル予防の啓発活動の実施

○フレイルチェック講座後のハイリスク者への

専門職による支援

○フレイルチェック講座の周知
・フレイル予防ポイントの付与対象事業となっている団体へ

のフレイルチェック講座の周知
９
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参考資料

あなたの「フレイル予防アクションプラン」を応援します！

★地域包括支援センターの担当者★
フレイルチェックの結果等から，あなたがより元気になれるポイントを確認し，

望む生活が継続できるように，具体的な 「アクションプラン」 を一緒に考えます。

あなたの身近な相談者です。

★管理栄養士★
「元気の源」となる食事について，

一緒に考えます。

◆日々のお食事のバランスや栄養面を確認します

◆調理の工夫点や買物の際のポイントなどをお伝えします

★歯科衛生士★
いつまでもおいしく食べて，楽しくおしゃべりできるように，お口の健

康づくりをお手伝いします。

◆お口の中の状態を確認します

◆健口(けんこう)体操や口の動きをよくするための

滑舌トレーニングの方法や，噛む機能を維持，

向上させるための食事の食べ方などをご紹介します

★リハビリ専門職★（理学療法士等）

「元気の源」は丈夫な足腰から！

痛みともうまく付き合いながら

生活を充実できるようにお手伝いします。

◆家でできる体操やストレッチの方法を

お伝えします

◆より適切な姿勢保持の方法やコツ，身体の

メンテナンス方法をアドバイスします

◆痛みを強めないような動き方や体の負担を

軽減するための道具などをご紹介します

◆家庭内での転倒事故等を予防し，

安全に過ごせるよう，ご自宅の

環境面についてアドバイスします
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